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「運動部活動地域展開推進シンポジウム開催」 

～ ～ 地域展開における地方自治体の役割を考える ～ ～ 

【開催目的】 

 令和５年度から始まった部活動改革推進期間も本年度最終年度を迎え、令和７年５月１６日には地域スポー

ツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議において最終とりまとめが決定した。一方で、今後の地域ス

ポーツクラブ活動の在り方や体制整備、地域移行（地域展開）を進める上で、県内外で実際に取り組まれてい

る関係者の皆様と、情報共有の場を設け、全国的な繋がりを持つことが重要と考え、「都道府県を越えた仲間

を作る」ことを目的にシンポジウムを開催した。 
北海道から熊本まで全国各地から総勢 140 人が G メッセ群馬へ集結しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基調講演 竹河地域スポーツ課課長補佐の概要】 

 竹河課長補佐から国の動向として「実行会議の最終とりまとめ」、スポーツ基本法の改正点として

「第十七条の二 中学校の生徒が継続的にスポーツに親しむ機会の確保）」として、「２ 国は、地方

公共団体に対し、前項の施策の円滑な実施のために必要な助言、指導、経費の補助その他の援助を行

うよう努めるものとする。」と定めた。また、公立義務教育諸学校教員の給与に関する特別措置法の

改正として(政府の措置)として「六 部活動の地域における展開等を円滑に進めるための財政的な援

助を行うこと。」になった。また、現在検討している実施主体に対する認定要件のたたき台について

詳細に説明していただきました。国として地域クラブ活動化に向けた動きが活発になっていることが

示された。 

【情報提供 日本スポーツ協会 金谷部長の概要】 

 金谷地域スポーツ推進部長(クラブ担当)からは、地域クラブ活動の受け皿として期待されている総

合型地域スポーツクラブとスポーツ少年団について、設立の経緯、活動理念、組織などについて丁寧

に説明していただき、現在、日本スポーツ協会として進めている総合型地域スポーツクラブとスポー

ツ少年団の連携をはじめとした最新情報を提供していただいた。 

 金谷部長は、総合型地域スポーツクラブ創設期に担当者として尽力し、スポーツ少年団を担当する

課長も歴任していることから両団体の事を熱く語ってくれました。 

 

 

 

グンマ未来地域クラブ活動レター(第２０号) 

   

左 基調講演 スポーツ庁地域スポーツ課 竹河課長補佐    右 情報提供 日本スポーツ協会 金谷部長 
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【パネルディスカッション】 

パネリストとして、新潟県スポーツ協会から澁谷課長、岐阜県教育委員会から岩見係長、群馬県からは

小出総括コーディネーターが各県における部活動地域展開の現状と課題について発表した。 

 新潟県として「部活動改革」を契機とした地域スポーツの環境整備関連事業を R3 年度から整理して具

体的効果的に事業を進めて来たことを中心に発表していただいた。 

岐阜県は、県教育委員会内に部活動改革推進係を新設して部活動地域展開を円滑に進める体制を整え

て、県スポーツ振興部局、県スポーツ協会と一体となって改革を進めていることが発表していただてた。

両県共に全国をリードする先進県としての取組が示された。 

群馬県からは、R５年７月に制定した推進計画 基本方針の主語を「生徒のみならず地域住民が」として

いること。R５年度から総括コーディネーターを配置して 35 市町村巡回訪問を開始し、それに加えて R６

年度からコーディネーターを５人(総合型クラブ関係者２人・元校長２人・大学教員１人)体制として市町村

訪問は、スポーツ振興課、県スポーツ協会を加えて教育行政、スポーツ行政、県スポーツ協会一体とした

体制で市町村伴奏型支援を行っていることを中心に発表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(パネルディスカッション) (みんなでつながる 情報交換会) (２日目のブース別意見交換会) 

【都道府県を越えた仲間をつくろう】 

両日ともに設けた情報交換の時間は、参加した皆さんが活発に名刺交換をしながら情報交換をおこなっ

ていました。今回のシンポジウムの目的の一つは達成したと感じました。 

【ブース別意見交換会】 

 2 日目は、ブース別意見交換会として 3 つブース「コーディネーター」・「行政」・「総合型クラブ」

を設けて、参加者が自由にブースを選択して参加する方式としました。 

各ブース共に凄い熱量で、活発に時間一杯意見交換をおこないました。 

各ブースの講師を担当した皆さんは下記のとおりです。 

・コーディネーターブース担当・・・八重樫氏、渡邊優子氏、小出氏 

・行政ブース担当・・・久田氏、西氏、岩見氏 

・総合型クラブブース担当・・渡辺靖代氏、岸田氏、澁谷氏 

【スペシャルプログラム 親睦会】 

 1 日目の最後にスペシャルプログラムとして親睦会(希望者のみ)を企画 

して、より一層、参加者同士の親睦を深めるとともに、群馬県の名物料理 

とお酒を堪能していただきました。 

 親睦会開始前の時間も有意義に情報交換をしていただきました。 

   

 
親睦会参加者集合写真 


